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中川運河に新たなにぎわい拠点「PALET.NU」が期間限定で誕⽣︕︕ 

〜中川運河再⽣ 多様な主体でつくるにぎわい創出がスタート〜 

中川運河の水辺を舞台に、運河の魅力であるアートと地域に根付くモノづくり文化を多く

の方が学び、体感し、自らが活動する協働の場として、期間限定で新たなにぎわい拠点

「PALET.NU（パレット・ニュー）」を整備し、社会実験を実施します。 

１．社会実験の概要（参考資料参照） 

  港湾・物流軸としての歴史を持つ中川運河では、リンナイ株

式会社様からの寄附を活用し、平成 25 年度から令和 4 年度にか

けて実施してきた中川運河助成 ARToC10 により培われたアート

とモノづくりが共に持つ創造性により、多彩な魅力が形成され

つつあります。 

今回の社会実験では、「PALET.NU」を拠点として、誰もが気

軽に立ち寄ることができ、運河の魅力を学び・体感できる様々な

コンテンツやイベント等の開催の場を提供します。 
「PALET.NU」の運営を通じて、多様な主体が交流し、協働

することで、新たな賑わいを創出する拠点形成に必要となる要

件等について検証します。 

〔PALET.NU の由来〕 

 ・様々な色が混ざり合って新たな色が生まれ、中川運河(NU) 

というキャンバスを彩る起点となる場所(palette 絵画用パレット) 

・港湾・物流軸としての運河の歴史を原風景として 

(pallet 輸送用パレット) 

〔拠点運営〕令和 6 年 9 月 6 日（金）～令和 7 年 3 月 31 日（月） 

       営業時間 10 時～17 時、毎週水・木曜日定休  ※イベントにより変更あり 

〔場  所〕中川区広川町 5 丁目地先 (参考：令和 6 年度 中川運河における 3 つの社会実験参照) 

〔オープニングセレモニー〕 

      令和 6 年 9 月 6 日（金）16 時 30 分～ ※詳細は後日お知らせいたします。 
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〔直近の主なコンテンツ〕 

日時 内容 

【PALET.NU オープニング展】 

9/6(金)～23(月) 10:00～17:00 

入場料無料 

中川運河にゆかりのあるアーティストの様々な作品を

展示します。 

【茜染ワークショップ】 

9/27(金) 10:30～12:30 

募集定員  5 名 参加費 2,000 円 

古くから浄血や血行促進、保温の作用があるとされて

いる茜を使用した染色のワークショップです。 

【運河 yoga】 

10/4(金) 18:30～19:30 

募集定員 10 名 参加費 2,000 円 

川面のきらめきを眺め、心地いい空気を感じて、自分

と向き合い整えるヨガワークショップです。 

※上記の他、様々なコンテンツを実施予定。「２.Instagram」で随時発信。 

〔実施主体〕  

名古屋市、名古屋港管理組合、（公財）名古屋まちづくり公社による共同実施 

〔運営主体〕    

 学校法人名古屋自由学院名古屋芸術大学と名古屋まちづくり公社の連携協定の 

締結により、各コンテンツを運営 

 

２．Instagram の開設 

  URL: https://www.instagram.com/palet.nu/ 

 「PALET.NU」での出来事やイベント情報・参加者募集等を随時発信します。 
 ※オープニングセレモニーと併せて、「PALET.NU」専用ホームページも開設します。 

 
３．協賛企業について 

  当社会実験では、以下の企業よりご協賛を頂いています。 

協賛企業 
川口化成品株式会社 株式会社レーザテック 
日本ペイント株式会社 中部日本倉庫株式会社 
特定非営利活動法人伊勢湾フォーラム 伊勢湾海運株式会社 
宇佐見合板株式会社 茨木運輸株式会社 
岡谷鋼機株式会社 株式会社大鹿シャーリング工業所 
株式会社近藤印刷 株式会社タイホー 
有限会社たかはま 東陽倉庫株式会社 
名古屋ステーション開発株式会社 名港海運株式会社 
株式会社アイチ・ジェー・ブイ 株式会社メイゴー 
大洋海運株式会社 － 

https://www.instagram.com/palet.nu/


［参考：令和 6 年度 中川運河における３つの社会実験］ 
中川運河にぎわいゾーンでは、令和 5 年度に更新した中川運河再生計画を推進するた

め、行政において堀止地区でのにぎわい施設の誘導や、民間事業者において大規模なイ

ベントが開催されるなど、再生の加速化が着実に図られています。 
こうした動きを更に加速化するため、今後の中川運河の再生の核となる拠点の早期形

成に向け、令和 6 年度は 3 つの社会実験を実施します。 

 

 


